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Ⅰ　緒　　　言
国産大麦は，精麦・味噌・麦茶業界の実需者から
生産拡大と安定供給が求められている．特に裸麦に
ついては，販売予定数量に対して購入希望数量が上
回っている状況が続いているが 14），作付面積は，
2010年産が4,720ha，2011年産が5,130ha，2012年産
が4,970haとほぼ横ばい傾向にあり９，10），生産拡大
が強く求められている．
一方で，大麦は用途に応じた高品質な原料が求め
られるため，品質評価基準に基づくランク区分が定
められており，生産者の収益性を確保するためには
用途ごとに定められた品質評価項目の基準値を達成
することが必要である．
1991年，2001年にそれぞれ育成された裸麦品種
である「イチバンボシ」５）と「マンネンボシ」１）は，
両品種合わせて全国の裸麦の８割以上の作付面積を
占めている８）．いずれの品種も安定多収で精麦特性
が優れており，主に味噌や麦ご飯の原料として用い
られている．しかし，近年，品質ランク区分の評価
項目のうち，硝子率の基準値（50％以下）あるいは
許容値（60％以下）を達成できなくなってきている
ことが問題となっている．硝子率が高いと精麦白度
が低くなる傾向があり６），精麦品質に影響を及ぼす
ため，産地や実需者から低硝子率品種の育成が強く
求められている．
また1957年に育成された「ヒノデハダカ」２）は，
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一部の実需者から生産要望があり，現在でも愛媛県
今治地域で麦味噌原料として約70ha作付けされて
いるが，収量性が低いことから，代替品種の育成が
要望されている．
2012年に育成された「ハルヒメボシ」は，硝子率
が低く，精麦品質が優れる早生・多収の六条裸麦品
種であり，2013年10月に愛媛県で奨励品種に採用
された．この品種の普及により，高品質な裸麦の安
定供給および生産拡大が期待される．
本品種の育成において，特性検定試験，系統適応
性検定試験，奨励品種決定調査などを担当された関
係府県農業試験場の各位および現地試験栽培にご協
力いただいた農家や農業団体の関係者に謝意を表す
る．また愛媛県での品種採用に大きく寄与した，農
林水産省「新たな農林水産政策を推進する実用技術
開発事業」の研究課題の中で，栽培特性と精麦・味
噌加工適性の評価を実施された各機関に謝意を表す
る．麦味噌醸造試験を実施していただき，データの
転載を快諾していただいた東京農業大学・醸造科学
科の東和男講師に厚く御礼申し上げる．最後に，長
年にわたり育成現場で多大な支援をいただいた当研
究センター業務支援センター職員各位および契約職
員各位に対し心から感謝申し上げる．
なお，本品種育成にあたって，2010年度からは農
林水産省委託プロジェクト「水田の潜在能力発揮等
による農地周年有効活用技術の開発」の研究経費を
用いた．
Ⅱ　育 成 経 過
「ハルヒメボシ」は，1994年度（年度は播種年
度：以下同じ）に四国農業試験場（現・近畿中国四
国農業研究センター四国研究センター，香川県善通
寺市，以下「育成地」とする）において，早生・強
稈・縞萎縮病強を育種目標として，「四Ｒ系1350
（後の「マンネンボシ」）」を母，「四Ｒ系1311」と
「四Ｒ系1324」のF1を父として人工交配を行い，集
団育種法により選抜・固定を図ってきたものであ
る．「ハルヒメボシ」の系譜を第１図に，形態的お
よび生態的特性を第１表に，選抜および育成経過を
第２表に示す．
1995年６月から温室で雑種第１代（F1）を世代
促進栽培し，1995～1997年度に集団養成（F2～F4）
を行った．1998年度に穂別系統（F5）から栽培性
を基準に選抜を行い，1999年度（F6）より「四Ｒ
系2260」として生産力検定試験に供試するとともに
系統の選抜と固定を図った．その結果，生産力検定
予備試験において成績が良好であったため，2001年
度（F8）から生産力検定本試験に供試するとともに，
系統適応性検定試験および特性検定試験に供試し
た．これら一連の試験で早生・多収で品質が優良で
あり，有望系統と判断されたことから，2003年度
（F10）より「四国裸110号」の系統名を付して奨励
品種決定調査に供試した結果，硝子粒の発生割合が
少なく，原麦および精麦白度が高い高品質の早生・
多収系統として評価された．また，味噌醸造試験に
おいても，既存品種と同等の加工適性を示した．こ
れらを受けて，愛媛県の奨励品種である味噌原料の
「ヒノデハダカ」および「マンネンボシ」の一部代
替としての普及が見込まれたため，2012年３月28
日に「ハルヒメボシ」として品種登録出願を行った
（出願番号：第26868号）．出願時の世代は，雑種第
18代（F18）である．
Ⅲ　特性の概要
「ハルヒメボシ」の主な特徴は，硝子率が低く，
精麦品質が優れ，穂長が長く，多収で，中折れの発
生が少ないことである．
大麦種苗特性分類調査報告書（（社）農林水産技
術情報協会，1980年３月）に基づく特性概要は第３
表，種苗法における農林水産植物種類別審査基準
（2012年４月版）に基づく特性は第４表のとおりで
ある．また，育成地における主な特性は以下のとお
りである．
１　形態的特性
渦性で粳性の六条裸麦である．叢性は“中”，株
の開閉は“やや閉”，稈の細太は“やや細”，稈長は
“中”で「イチバンボシ」と同程度である．「イチバ
ンボシ」と比べて穂数は少ないが，穂長は“やや長”
で長い．粒着の疎密は“中”，芒長は「マンネンボ
シ」に近い“やや長”で，「イチバンボシ」より長
い．粒形は“中”で，粒の大小は“やや大”である．
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第１図　「ハルヒメボシ」の系譜
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注）育成地（香川県善通寺市）における調査結果．
第１表　「ハルヒメボシ」およびその親の特性
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注）特性検定試験，系統適応性検定試験，奨励品種決定調査の欄の数字は試験実施場所数を示す．
第２表　「ハルヒメボシ」の選抜および育成経過
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注）「大麦種苗特性分類調査報告書」（（社）農林水産技術情報協会，昭和55年３月）に基づく特性．
標準品種・比較品種は，「マンネンボシ」の参考成績書に記された階級を使用した．
第３表　特性概要
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注）種苗法における農林水産植物種類別審査基準（2012年４月版）に基づく特性．
（＊）は必須形質，QLは質的形質，QNは量的形質，PQは擬似の量的形質．
第４表　UPOV基準による特性分類表
千粒重は“やや大”，容積重は“やや大”，原麦白度
は“やや高”，原麦粒の見かけの品質は“中の上”
で，いずれも「イチバンボシ」並である（第５表，
写真１，写真２）．
２　生態的特性
播性の程度は“Ⅳ”で，茎立性は“中”である．
出穂期および成熟期は「イチバンボシ」と同程度の
“早”である．脱ぷ性は“易”，穂発芽性は“難”で
ある．耐倒伏性は“やや強”，中折れ耐性は“強”
で，「イチバンボシ」と同等であり，「ヒノデハダカ」
より優れる（第５表，第６表，写真３）．
収量性は「イチバンボシ」と同様の“多”である．
育成地では，「イチバンボシ」より多収で，2004～
2010年度のドリル播栽培では平均で約１割多収だっ
た（第５表）．
縞萎縮病抵抗性は“やや強”で，育成地では「ヒ
ノデハダカ」より発病程度が小さかった（第５表）．
うどんこ病は“やや弱”，赤かび病抵抗性は総合的
に判断して“中”で（第６表），黄化症状は「イチ
バンボシ」と同程度に出にくい（第５表）．
３　品質特性
品質特性を第７表，第８表，第９表に示した．粒
質は「イチバンボシ」と同様の“粉質”である．穀
粒硬度は「イチバンボシ」よりやや高く，「マンネ
ンボシ」と同程度である．60％歩留搗精に要する時
間は「イチバンボシ」よりやや長い．精麦白度は
「イチバンボシ」より高く，砕粒率は「イチバンボ
シ」よりも低い．硝子率は，「イチバンボシ」や
「マンネンボシ」よりも低く，この傾向は目視法と
硝子率判定器（Kett社：RN-840）のいずれの場合
でも，また，硝子率が高くなりやすい多肥栽培でも
（データ略）同様であった．
タンパク質含量は「イチバンボシ」と同程度で，
「マンネンボシ」および「ヒノデハダカ」より低い．
細胞壁多糖で機能性成分である水溶性食物繊維の
β-グルカンの含量は「イチバンボシ」よりやや多い．
60％搗精麦の色相はL＊値（明るさ）が高く，a＊
値（赤み）が低い．
炊飯麦の色相に関わるポリフェノール含量やプロ
アントシアニジン含量は「イチバンボシ」と同程度
であり，保温による色相の変化も同程度であるが，
炊飯直後および保温後の色相は「イチバンボシ」よ
りやや優れる．炊飯麦の官能検査による評価では，
「イチバンボシ」と比べて香りや硬さ，粘り，味は
ほぼ同等で，白さはやや優れる．
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写真２　「ハルヒメボシ」の穂と粒写真１　「ハルヒメボシ」の株草姿
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注）全面全層播は育成地における2001～2003年度の平均値，ドリル播栽培は育成地における2004～2010年度の平均値．
耕種概要は付表１を参照．
倒伏および発病程度は０（無）～５（甚）の６段階評価．
容積重は2006年度まではリットル重測定器で，2007年度からは穀粒容積重計（ブラウェル式）で測定．
整粒歩合算出時の篩い目は2.0㎜とした．
外観品質は１（上）～５（下），粒大は１（小）～５（大），粒形は１（円）～５（長），粒質は１（粉状質）～５（硝子
質）の５段階評価．
粒色は０（白），１（淡黄），２（黄），３（黄褐），４（褐），５（赤褐），６（赤），７（赤紫），８（紫），９（濃紫）
の10段階評価．
第５表　生育および収穫物調査成績
４　味噌加工適性
東京農業大学・醸造科学科（東和男講師）で麦味
噌の醸造試験を実施した３，４）．「ハルヒメボシ」の
麦麹の各酵素活性は既存品種と同程度だったが，総
合糖化力と白度は高かった（第10表）．また，味噌
特性（第11表）や，熟成過程の味噌の明度，固さ
および成分の推移は既存品種と同程度であったこと
から（第２図），「ハルヒメボシ」は十分な味噌加工
適性を有すると判断された．
Ⅳ　配付先における成績
１　奨励品種決定調査成績
第12表に奨励品種決定調査配付先の概評一覧を
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注）得られた結果の累年成績から総合的に判定した．
オオムギ縞萎縮病：モザイク病斑の発症程度と被害程度から総合的に判定した．
うどんこ病：株全体の発病程度を０（発病無）～６（極甚）までの７段階の罹病指数で判定した．
赤かび病：人工接種のポット検定・圃場検定での発病程度で判定した．
凍上抵抗性：越冬株率を参考に判定した．
耐湿性：湛水区と無処理区の収量，千粒重より判定．
播性：２月下旬より約10日ごとに６回播種，出穂状況により判定した．
中折れ耐性：成熟後の稈の折れ込みの程度を調査した．
穂発芽性：摘穂した穂を雨濡れ処理して発芽率から判定した．
第６表　特性検定試験成績
写真３　「ハルヒメボシ」の中折れ程度
（写真提供：愛媛県農林水産技術研究所）
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注）育成地におけるドリル播標肥栽培生産物の平均値．
耕種概要は付表１，調査項目の解説は付表２を参照．
第７表　原麦および精麦品質
注）育成地における2007年度のドリル播標肥栽培の生産物を用いた．
試験・分析は東京農業大学・醸造科学科の東和男講師が実施４）．
第10表　麦麹特性
注）育成地におけるドリル播標肥栽培生産物の平均値．
耕種概要は付表１，調査項目の解説は付表２を参照．
第８表　炊飯麦の色相（2007－2010年度）
注）育成地におけるドリル播標肥栽培生産物の平均値．
耕種概要は付表１，調査項目の解説は付表２を参照．
第９表　炊飯麦の官能検査（2004－2009年度）
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注）育成地における2006年度のドリル播標肥栽培の生産物を用いた．
試験・分析は東京農業大学・醸造科学科の東和男講師が実施３）．分析項目の説明は以下のとおり．
全窒素（％）：蛋白質～アミノ酸までのすべての窒素．理論的には仕込み期間中は無変動
水溶性窒素（％）：アミノ酸・ペプチドなどの低分子化された可溶性の窒素成分（旨味などの向上）
ホルモール窒素（％）：アミノ酸由来の窒素（旨味・酸味・甘味・苦味など鋭敏に味覚に関与）
蛋白溶解率（％）：水溶性窒素/全窒素×100
蛋白分解率（％）：ホルモール窒素/全窒素×100
直接還元糖（％）：グルコースが中心．
糖分解率（％）：直接還元糖/全糖×100
明度Ｙ（％）：CIE測色法による味噌の明るさ指標（高いほど明るい）
固さ（Pa）：味噌の固さを応力で示す．
第11表　麦味噌特性
第２図　味噌醸造特性
注）育成地における2007年度のドリル播標肥栽培の生産物を用いた．
試験・分析は東京農業大学・醸造科学科の東和男講師が実施４）．
分析項目の説明は第11表の注を参照．
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注）◎：極有望　○：有望　△：再検討　×：打ち切り　※：特性把握につき打ち切り．数字は標準品種に対する収量比率（％）．
試験種類は「予」は予備試験，「本」は本試験．
第12表　配付先概評一覧
示す．西日本を中心に高品質の早生・多収系統とし
ての評価を得た．千粒重および整粒歩合がやや低い
という指摘はあるものの，収量性については有望視
された．
２　愛媛県における生育，収量，品質試験成績
愛媛県農林水産研究所における生育および収穫物
調査成績の結果を第13表に示す．標準品種である
「マンネンボシ」と比較すると，「ハルヒメボシ」は
以下の特徴がある．出穂期は２日，成熟期は１日早
い早生である．稈長は同程度で，穂長は１㎝長い．
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注）2005～2006年度および2008～2010年度の平均値．倒伏の程度は０（無）～５（甚）の６段階評価．
整粒は2.0㎜篩上，屑麦は2.0㎜篩下．容積重は穀粒容積重計（ブラウエル式）で測定．
白度は光電白度計（Kett社：Ｃ－300）で測定，搗精は佐竹式グレインテストミルTM-05（砥石：粒度＃36，回転数：1040rpm），
搗精時間は「マンネンボシ」が60％になる時間．
原麦外観品質：１（上上），２（上下），３（中上），４（中中），５（中下），６（下）．
等級検査は，愛媛農政事務所で行い，１（１等），２（２等），３（等外）とした．
第13表　愛媛県における生育および収穫物調査成績
áŌâíǟǼȋȮȗǲîǆƧƷíșȮȈȮȗǲîưƶೝԔ
áōâíȍȉȂȊǻǦîưƶೝԔ
注）試験年度の平均値を示した．調査項目の説明は第13表の注を参照．
第14表　愛媛県現地試験における生育および収穫物調査成績
穂数および倒伏程度は同程度である．整粒重は６％
多く，容積重および千粒重はやや軽い．原麦白度お
よび精麦白度は高く，一定時間搗精時の歩留は高い．
また，「ヒノデハダカ」と比較すると，出穂期は２
日，成熟期は１日早い早生である．稈長はやや短く，
穂長は1.6㎝長い．穂数は少ないが，耐倒伏性が優
れる．整粒重は約４％多く，容積重はやや軽く，千
粒重は重い．原麦白度は高く，精麦白度はかなり高
い．一定時間搗精時の歩留はやや低い．
現地試験における調査成績を第14表に記す．「ハ
ルヒメボシ」は，出穂期および成熟期は「マンネン
ボシ」より早く，「イチバンボシ」と同程度の早生
である．穂長は「マンネンボシ」および「イチバン
ボシ」より長い．穂数は「マンネンボシ」より多く，
「イチバンボシ」より少ない．整粒重は「イチバン
ボシ」より少～同程度，「マンネンボシ」より同程
度～多い．「ヒノデハダカ」との比較では，稈長は
同程度～短く，穂長は長く，穂数は同程度～少ない．
容積重は同程度～軽く，千粒重は同程度～重い．成
熟期は同程度で，出穂期および整粒重は産地によっ
て傾向が異なる．
実需者による味噌醸造試験結果を第15表に示す．
味噌加工適性および味噌醸造特性は，既存品種と同
程度で，味噌のＬ＊（明るさ）は高かった（第３図）．
３　愛媛県における採用理由
愛媛県における裸麦の主産地である平野部では，
現在，奨励品種である「ヒノデハダカ」，「マンネン
ボシ」が作付けされている．1957年採用の「ヒノデ
ハダカ」は，麦味噌や醤（ひしお）などの特定用途
向けで今治地区を中心に70ha程度栽培されている．
しかし，「ヒノデハダカ」は稈質が弱く，倒伏や成
熟期以降の中折れが発生し易いなど栽培上の問題点
が多く，安定多収な品種への転換が必要となってき
ている．また，「マンネンボシ」は2001年に採用さ
れ，愛媛県裸麦栽培面積の約90％を占めており，
主力品種となっているが，「ヒノデハダカ」ととも
に，近年，硝子率の高いことが問題になっている．
愛媛県産裸麦の硝子率は2010年に75％となり，そ
の後も高く推移している．硝子率が50％以上にな
ると品質評価によるランク区分が低くなり，生産物
価格が下がるため，生産意欲を下げる原因にもなっ
ている．
以上のことから，愛媛県産裸麦の安定生産と生産
拡大を図るために，「ヒノデハダカ」および「マン
ネンボシ」の一部代替として，早生多収，低硝子率，
高白度の六条裸麦「ハルヒメボシ」を奨励品種に採
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注）実用技術開発事業「多角的アプローチによる加工需要にマッチするはだか麦新栽培体系の開発」
において，愛媛県現地試験2010年度の生産物を，県内Ｓ社で試験醸造した．
分析は愛媛県食品産業技術センターで実施．分析項目の説明は第11表の注を参照．
第15表　実需者による味噌醸造試験成績
第３図　麦味噌の外観および色相
注）実用技術開発事業「多角的アプローチによる加工需要に
マッチするはだか麦新栽培体系の開発」において，県内
Ｓ社で試作した．「ハルヒメボシ」の味噌は愛媛県現地試
験2007年度生産物を原料として製造した．既存商品は同
社の商品である．調査項目の解説は付表２を参照．
用した．「ハルヒメボシ」は2012年度の栽培面積は
11haであり，今後もさらなる作付け拡大が期待され
る．「ハルヒメボシ」が普及することで，栽培上の
問題点が解決されるとともに，硝子率上昇による品
質の低下が改善され，実需者が求める高品質裸麦の
安定生産と生産拡大に繋がることが期待される．
Ⅴ　考　　　察
「ハルヒメボシ」は「イチバンボシ」，「マンネン
ボシ」および「ヒノデハダカ」より硝子率が低いこ
とが大きな特徴の一つである（第７表）．胚乳が粉
状質を呈し，硝子率が低くなる形質としては，モチ
性や破砕デンプン粒変異（fractured starch granule）
が報告されている12）が，「ハルヒメボシ」はそのど
ちらでもない．また，硝子率はタンパク質含量また
は窒素含有率との間に有意な正の相関が認められて
おり６，７，11），「ハルヒメボシ」は，「マンネンボシ」
や「ヒノデハダカ」よりタンパク質含量が低いため
に硝子率が低いと考えられる．一方，「ハルヒメボ
シ」は「イチバンボシ」より硝子率は低いが，タン
パク質含量は同程度である（第７表）．山口らは
「マンネンボシ」を材料として，硝子率は，種子比
重や澱粉粒間の空隙の少なさに反映される胚乳組織
の充密程度と関係があることを示しており13），「ハ
ルヒメボシ」の硝子率の低さには，タンパク質含量
以外の要因が影響を及ぼしている可能性があり，今
後の研究による要因の解明が待たれる．
「ハルヒメボシ」は「イチバンボシ」より１割程
度多収の早生で（第５表），硝子率も低いため（第
７表），農家の収益性が確保されると考えられる．
また，精麦品質が良く（第７表），味噌加工適性も
既存品種と同等であることから（第10表，第11表，
第２図，第15表，第３図），「ハルヒメボシ」は農
家が求める安定多収と実需者からの用途別加工適性
に応じた高品質への要求の双方に応えると考えられ
る．現時点で普及が見込まれている愛媛県に限らず，
今後は裸麦の産地に広く普及することが期待され
る．
Ⅵ　適地と栽培上の留意点
１．関東以西の温暖な平坦地に適する．
２．Ⅱ型以外のオオムギ縞萎縮ウイルスには抵抗性
ではないため，オオムギ縞萎縮病が多発する土
壌での作付けを避ける．
３．うどんこ病と赤かび病には強くないため，適期
防除を行う．
Ⅶ　命名の由来と育成従事者
麦畑で“春”に美しく穂をなびかせる様子と粒の
白さから“姫”をイメージし，また輝く“星”にな
るような普及を願って「ハルヒメボシ」と名付けた．
近畿中国四国農業研究センター研究報告　第13号（2014）122
上記のほか，近畿中国四国農業研究センター・研究支援センター・業務第２科職員が従事した．
第16表　「ハルヒメボシ」の育成従事者
漢字で表記する必要がある場合は「春姫星」，アル
ファベットの場合は‘Haruhimeboshi’とする．
「ハルヒメボシ」の育成従事者は第16表のとお
りである．
Ⅷ　摘　　　要
「ハルヒメボシ」は「四Ｒ系1350（後のマンネン
ボシ）」を母とし，「四Ｒ系1311」と「四Ｒ系1324」
のF1を父として四国農業試験場（現・近畿中国四
国農業研究センター四国研究センター）において人
工交配し，集団育種法で育成した六条裸麦品種であ
る．2012年３月に種苗法に基づく品種登録出願を行
い，2013年10月に愛媛県で奨励品種に採用された．
特性の概要は以下のとおりである．
１．出穂期および成熟期は「イチバンボシ」，「ヒノ
デハダカ」と同程度で，「マンネンボシ」より
２～３日早い早生種である．
２．「ヒノデハダカ」よりオオムギ縞萎縮病の被害
程度が少なく，耐倒伏性が優れ，成熟期以降の
稈の中折れも発生しにくい．穂発芽耐性は「イ
チバンボシ」および「ヒノデハダカ」並で，
「マンネンボシ」より強い．
３．穂数は少ないが，穂長が長く，育成地では「イ
チバンボシ」，「マンネンボシ」および「ヒノデ
ハダカ」より多収である．
４．原麦白度が高く，硝子率が低い．60％搗精時間
は「イチバンボシ」および「マンネンボシ」よ
りやや長いが，「ヒノデハダカ」より短い．精
麦白度が高く，砕粒率が低く，精麦品質が優れ
る．
５．麦麹の各酵素活性は「イチバンボシ」，「マンネ
ンボシ」および「ヒノデハダカ」と同程度で，
総合糖化力と白度は高い．熟成過程の味噌の明
度，固さおよび成分の推移，味噌特性は既存品
種と同等で，十分な味噌加工適性を有すると判
断される．
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付表１　育成地における生産力検定試験の耕種概要
付表２　品質特性の評価項目の解説
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Summary
In 2012,‘Haruhimeboshi’was registered as a new six-rowed hull-less barley cultivar.  It was bred
using a bulk breeding method, and derived from a three-way cross (Yon-R-Kei 1350 [later registered as
‘Mannenboshi’]// Yon-R-Kei 1311/Yon-R-Kei 1324 F1) at Shikoku National Agricultural Experiment
Station (currently NARO Western Region Agricultural Research Center).  The main characteristics of
‘Haruhimeboshi’were as follows:
1.  Compared to‘Ichibanboshi’and‘Hinodehadaka’,‘Haruhimeboshi’showed similar heading and
maturity dates.  The heading and maturity dates of‘Haruhimeboshi’were normally 2-3 days earlier
than those of‘Mannenboshi’.
2.  The spike length and number of spikes of‘Haruhimeboshi’were greater and fewer, respectively,
than those of‘Ichibanboshi’.  In the breeding station, the yield of‘Haruhimeboshi’was higher than
that of‘Mannenboshi’,‘Ichibanboshi’and,‘Hinodehadaka’.
3.  The grain grassiness and the color of the pearled grains of‘Haruhimeboshi’were lower and whiter,
respectively, than those of‘Ichibanboshi’,‘Mannenboshi’and‘Hinodehadaka’.  The ratio of broken
grains in‘Haruhimeboshi’was lower than that in‘Ichibanboshi’and‘Hinodehadaka’.
4.  On the basis of the results of the enzyme activity of koji and the whiteness and hardness of miso,
‘Haruhimeboshi’had a good processing quality of miso.
5.‘Haruhimeboshi’was well adapted for growing in the flat areas of Central and Western Japan, and it
was released as a recommended (authorized) variety in Ehime Prefecture in 2013.
A New Hull-less Barley Cultivar‘Haruhimeboshi’with Low Grassiness 
and Good Pearling Quality
Asuka TAKAHASHI, Toji YOSHIOKA, Takashi YANAGISAWA１, Takashi NAGAMINE２, Toshiyuki TAKAYAMA１,
Yoshinori DOI３, Hitoshi MATSUNAKA４, Masaya FUJITA１, Eiji DOMON５, 
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